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研究成果の概要（和文）：Covid19 の流行によって2019年度末（2020年3月）の調査は実質的に不可能となっ
た。その後、研究期間が延長されたが、実際には2020年度、2021年度の調査も海外渡航ができず実施できなかっ
た。このため、この間は、これまで収集した資料の整理と分析のみを行った。ただし、整理によってさらに調査
すべき項目が発見され、調査の準備を進めることにもなった。
また、2019年度末と2020年度末にこれまでの成果の一部を論文としてまとめた。とくに、2020年度末には、キナ
ウル語の簡易文法を論文としてまとめることができた。

研究成果の概要（英文）：The Covid19 epidemic made it virtually impossible to conduct the survey at 
the end of FY 2019 (March 2020). The study period was subsequently extended, but in fact the FY2020 
and FY2021 surveys could not be conducted due to the inability to travel abroad. Therefore, during 
this period, I only analyzed the materials I had collected so far. The analysis uncovered items that
 should be further investigated.  In addition, some of the results to date were compiled in the form
 of papers at the end of FY 2019 and FY 2020. In particular, at the end of FY2020, I wrote a 
grammatical mannual of the Kinnauri language.
In FY2022, since it was expected that overseas travel would be possible at the end of the fiscal 
year, preparations for a survey were made and a survey was conducted at the end of the fiscal year 
(in March, 2023). However, most of the time was spent only reexamining the deficiencies of the 
previous survey. Progress was made in being able to collect some examples of conversations.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、インド西北部のヒマーチャル・プラデシュ州キナウル地区で話されているキナウル語の現地調査によ
る資料収集と分析である。科学研究費補助金を給付された2017--2022年度は、とくに非定形の動詞が文末で果た
す機能を明らかにするため、会話文を収集することを目指した。
キナウル語はこれまで記述が少なく、本研究の研究代表者が20年余りにわたって研究を続けているものである。
2020年度末に簡易文法としてこれまでの成果をまとめたが、記述できていない点がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



「研究成果報告内容」様式C-19, F-19-1, Z-19（共通）

1. 研究開始当初の背景

(1) 本研究は、1996年に開始された国際学術研究「チベット文化域におけるポン教文化の研究」で筆者

がキナウル語現地調査を担当したことより始まる。チベット固有の宗教とされるポン教（ボン教）

に繋がりがある可能性のあるキナウル語の研究が進んでいなかったため、このプロジェクトで筆者

が現地調査を行いキナウル語の記述を進めた。

(2) キナウル語は、西ヒマラヤ諸語に属する言語の一つであり、インド西北部のヒマチャール・プラデ

シュ州キナウル地区で話されている。その特徴として、動詞形態論が複雑であること、能格的格表

示、1次目的語と 2次目的語の区別など、類型論的に興味深い現象を持っている。また、チベット・

ビルマ諸語の比較研究の中では、「繋聯言語 link language」と呼ばれ、さまざまな言語をつなぐ特

徴を持つと言われている。

(3) なお、言語話者の人口は 5万人程度であり、ヒンディー語の影響を受けて大きく変容しつつあると

共に、言語が受け継がれなくなりつつあり、危機的な状況にあると言える。このような中でキナウ

ル語の記述が急務とされる。

(4) 筆者は、このプロジェクト終了後も現地調査による記述、分析を続け、その結果、2021年度末に

キナウル語の簡易文法を論文としてまとめた。しかしながら、いまだ十分な分析ができていない点

があり、本研究課題も含め、さらに深く調査、分析しなければならない。

2. 研究の目的

(1) 本研究では、単文の研究から進んで、会話文を中心として収集し分析する予定であった。

(2) キナウル語では、文末で、定形動詞に限らず非定形動詞が頻繁に用いられる。しかし、単文ではそ

の使用状況について明確にならないと考え、会話文を収集することを考えた。

(3) キナウル語の非定形動詞には、未完了形と完了形、動名詞形、遠過去形がある。この内、遠過去に

ついては、主語の人称表示がないだけで実質的に過去の意味を持つ形式と言えよう。しかし、それ

以外の形式は、いずれも定形ではなく文末になりうるが、定形動詞の文末との違いは明らかではな

い。この違いを明らかにするためには単文の分析では不足している。その前後の文に統語的意味的

にどのように関係するのかは単文だけではわからない。このため、研究範囲を単文から会話文に広

げることにした。会話文では、さまざまな談話的特徴が現れ、その結果、非定形動詞と定形動詞の

用法上の違いを明確にできると考える。

3. 研究の方法

(1) 研究は、キナウル語が話されている地域での現地調査である。現地調査では、調査協力者に質問す

る形でさまざまな文を収集し、分析を行う。この場合、短い文を収集することになりがちである。

(2) 筆者の研究では、通常、単文を収集する。母語話者の発話をノートに書き、さらに録音する。

(3) 本研究では、母語話者同士の会話を録音し収集する予定であった。収集できた資料を調査協力者と

ともに文字化し、分析を行う。

4. 研究成果

(1) Covid19 の感染拡大により、現地調査ができず十分な資料を得られなかった。したがって、この

科研費補助金の給付期間中は、主としてこれまでに収集した資料の整理、分析を行った。これによ

り、今後の調査、研究への新たなアイデアを得た。

(2) この結果、上記のように簡易文法をまとめた。文法書としては簡潔にすぎる面もあるが、キナウル
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語の文法現象について、できる限り網羅的に取り上げ記述した。また、これまで着手していながら

完成していなかった動詞形態論の論文も執筆した。そこでは、本研究に関わる動詞の非定形につい

ての分析も行った。

(3) ただし、これまでの研究で複文がじゅうぶんに記述されていないことが明らかになったため、次の

科研費申請にあたって複文の研究を主題とした。複文として、条件節、連体修飾節、副詞節、埋め

込み文を扱う。それぞれ文法的に興味深い現象が現れる。それらは、本研究で果たせなかった会話

文の分析とも関連することが期待される。
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